
令和３年度第１回大分県総合教育会議次第 

 

 

令和３年５月２７日（木） 

１ ６ ： ０ ０ ～ １ ７ ： ２ ０ 

県庁舎本館４階第一応接室 

 

 

 

１ 開会 

 

 

 

２ あいさつ 

 

 

 

３ 議題 

 

（１）ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた取組について 

 

（２）インターネット・ＳＮＳ上でのいじめ対策について  
 

 

 

４ 閉会 
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１ 大分県のいじめの認知件数

＜いじめ認知件数増加について＞
いじめは「長期化」「深刻化」させないことが大事であり、いじめを初期段階から積極的に認知し対応することを市町村教育委員会
と連携し各学校に徹底してきた。（いじめ見逃しゼロの徹底）

93.8件
(1000人当たり)

インターネット・ＳＮＳ上でのいじめ対策について

インターネットや
ＳＮＳ上のいじめ

２ 大分県のインターネット・ＳＮＳ上のいじめの認知件数

※複数回答

件数 占有率 件数 占有率 件数 占有率

3,623 51.2% 7,290 49.1% 7,429 48.2%

1,030 14.5% 2,130 14.3% 2,168 14.1%

1,066 15.1% 2,327 15.7% 2,623 17.0%

296 4.2% 719 4.8% 672 4.4%

44 0.6% 108 0.7% 107 0.7%

311 4.4% 762 5.1% 758 4.9%

329 4.6% 701 4.7% 918 6.0%

122 1.7% 163 1.1% 205 1.3%

260 3.7% 649 4.4% 547 3.5%

7,081 14,849 15,427

仲間はずれ、集団による無視をされる。

H29年度 H30年度 R元年度
区分

冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる。

その他

合計

軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られたりする。

ひどくぶつかられたり、蹴られたりする。

金品をたかられる。

金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたりする。

嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させられたりする。

パソコンや携帯電話等で、ひぼう・中傷や嫌なことをされる。

※出典：令和元年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査
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＜早期発見の取組＞
○学校での定期的ないじめに関するアンケートに実施
アンケート項目に「インターネット上のいじめ」を明示

○教育相談の中心となる教育相談コーディネーターを配置し、
校内での情報共有を徹底するなど組織的な対応の強化

○スクールカウンセラーの配置充実
いじめ問題等の教育相談体制の充実

○各種相談窓口の設置 （R2相談件数）
・いじめ等の専用連絡サイト

スクールサイン（県立高校・県立中学校）（82件）
・いじめ相談（メール）（85件）
・電話相談「24時間子どもSOSダイヤル」（317件）
・ネットトラブル相談

「子どものためのネット安心センター」（86件）

＜未然防止の取組＞

○情報モラル教育の推進
・学校行事や学活の時間を用いて講習会や特別授業を実施
・小中学校は道徳の授業で、高校は情報の授業でも情報モ
ラル教育を実施

○ネットトラブル、情報モラル出前授業の開催

○スクールロイヤーの活用
いじめに関する授業や教職員研修を実施し、
いじめに対する認識や理解を深める

○児童生徒同士の良好な人間関係を構築し、いじめ・不登
校を生まない魅力ある学校づくりの推進
※人間関係づくりプログラムの全校での実施

３ インターネット・ＳＮＳ上のいじめの課題と取組について

【 課 題 】
①ネット上の書き込み等は匿名性が高く、いじめが外部から見えにくいため、実態を把握することが難しい。
②いじめの早期発見、早期対応が難しいため、いじめの長期化、深刻化が懸念される。
③児童生徒に対してネットワーク上のルールやマナーの徹底など情報モラル教育を充実する必要がある。

人間関係づくりプログラムとは
「朝の会」や「帰りの会」の時間などを使ってペアやグループでお互
いの考えや意見を出し合う活動。毎回メンバーを変えながら、テー
マ設定も工夫しながら定期的に実施する。この活動により他の人の
考えがわかったり、自分のことを周りに理解してもらえることにつな
がり、学級内や学校内の良好な人間関係を構築する取組。

＜スクールサインの流れ＞
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